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ま え が き 

 

群馬県衛生環境研究所は、河川や大気の調査・研究、食中毒や感染症の調査・研究を通して、

地域の生活環境や県民の健康を守るため、日々活動しています。 

2016 年度も様々な問題が発生しました。ブラジルのリオデジャネイロで開催されたオリンピ

ックではジカ熱の大流行による小頭症の発生が問題となりました。 

2016 年 10 月の冷凍メンチカツによる腸管出血性大腸菌 O157(VT2)の広域食中毒事例の発生、

2017 年 2月には東京の複数の小学校や和歌山県の小学校において、給食を食べた児童、教職員

が症状を訴える大規模な広域食中毒事例が発生しました。この広域事例では、東京都健康安全

研究センターが早期から感染研、厚労省、保健所等、関係機関と連携し、給食に使われた刻み

のりからノロウィルスを検出し、感染源を明らかにしました。 

2017 年 8 月には埼玉県、群馬県のスーパーで総菜を購入して食べた人の腸管出血性大腸菌

O157(VT2)による広域食中毒事例が発生しました。同じ遺伝子型を持つ O157 が他地域でも数多

く検出されましたが、今の所、原因は明らかになっておりません。原因究明や被害の拡大を防

ぐためには、こうした広域事例における早期探知、保健所による疫学調査、地衛研による迅速

な診断等、地域を越えた諸機関との情報共有が大事です。 

2016年 4月から感染症対策の強化が打ち出され、病原体サーベイランスの強化、精度管理へ

の対応が追加され、地衛研の役割が益々重要になってきています。麻疹の海外からの持ち込み

事案への対応、結核対策も課題です。群馬県では、2016 年 1月より感染症発生動向調査におけ

る結核の VNTR 解析を導入し、結核菌の分子疫学的手法を用いた解析を実施する体制を整えま

した。 

2020 年の東京オリンピック開催を控え、海外との交流が盛んになり、新興・再興感染症の対

策、薬剤耐性菌対策が重要になります。 

 県内の保健所、医師会、医療機関、また各地の地方衛生環境研究所、国立感染症研究所、国

立環境研究所をはじめ、関係各機関と連携しながら、頼りにされる研究所を目指して職員一同

努力して行きますので、皆様方のご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。 

2017 年 9月 

     群馬県衛生環境研究所長  猿木信裕 
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